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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】手すり型シャワ装置
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、浴室やシャワルームなどに設置される手すり型シャワ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本出願人は、下記特許文献１に示すように、切換ハンドルを操作してシャワホースおよ
びシャワヘッドよりなるハンドシャワから湯水を吐出させ、それによって通常のシャワ導
出状態とする一方、切換ハンドルを操作して複数の吐出部から湯水を吐出させ、それによ
ってボディシャワ状態にできる多機能対応型シャワを提案している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－３３９５６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、この多機能対応型シャワを水配管や湯配管に直接接続するのではなく、
既存の水栓本体の湯水導出口に接続する構造になっていた。
【０００５】
　また、浴室内での動作を補助する目的で浴槽側のみならず洗い場側の壁にも手すりが設
置されているものがあるけれども、ただでさえ狭い浴室の洗い場が手すりに邪魔されて狭
くなる上に手すりに体が当たることがあった。
【０００６】
　この発明は、浴室のスペースを有効に活用できるとともに、バリアフリーとしても有用
な、さらには、水配管や湯配管に直接接続できる使用勝手のよい手すり型シャワ装置を提
供することを目的とする。



(2) JP 2010-75722 A5 2011.6.16

【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本願の請求項１に係る発明では、水配管および湯配管にそ
れぞれ連通する水導入口および湯導入口を有し、水導入口が湯導入口よりも上方に位置す
るよう上下方向に配置される中空の手すり体と、
　水配管からの水および湯配管からの湯を混合するよう前記手すり体の下部に設けられた
混合手段と、
　この混合手段よりも下流側に設けられたシャワホースおよびシャワヘッドよりなるハン
ドシャワならびに前記手すり体の下流端部に接続される上シャワと、
　前記混合手段によって混合された湯水を、前記ハンドシャワに供給する状態または前記
上シャワに供給する状態に切替える切替手段とを備えた手すり型シャワ装置であって、
　前記切替手段を、前記手すり体の下流端部と前記手すり体の前記水導入口との間で、か
つ前記手すり体の下流端部寄りに設け、
　前記混合手段は、前記ハンドシャワまたは上シャワから吐出させる湯水の温度を設定す
るための温度設定ハンドルと、この温度設定ハンドルにより設定した温度に対応した湯水
の混合を行わせるための自動温度調節機能を有する温度調整ユニットとを備えており、
　前記温度調整ユニットは、前記手すり体の上流端部に形成された開口から前記手すり体
の下部内に嵌込可能であり、かつ、前記水配管からの水および前記湯配管からの湯を混合
するための混合室が形成されている弁体／サーモエレメント収納用ケースを有する一方、
　前記温度設定ハンドルは、前記手すり体の下端部に設けられており、
　前記手すり体は、
　前記切替手段を介して前記ハンドシャワに連通するよう、または、前記切替手段を介し
て前記上シャワに連通するよう、前記混合室から前記水導入口を横切り前記切替手段に向
かう湯水供給流路を内部に有するとともに、
　前記湯水供給流路から手すり体表面に熱が伝わるのを防止するため前記湯水供給流路の
一部を覆う横断面が環状の水導入路を内部に有し、
　さらに、前記上シャワは、シャワ散水口を有するシャワ板と、前記手すり体の外径より
も小さい外径を有し、前記シャワ散水口と前記湯水供給流路を連通させる中空のバーより
なり、
　しかも手すり型シャワ装置を壁面に設置するため前記中空のバーに設けた上下一対の手
すり型シャワ装置取り付け部材を有することを特徴とする手すり型シャワ装置を提供する
。
【０００８】
　この発明では、前記手すり体を、前記水配管および湯配管にそれぞれ連通する水導入口
および湯導入口を有する外管と、この外管の内部に上流端が前記混合手段と接続するよう
設けられた内管と、前記外管と同一の外径を有し、前記上シャワに下流端が接続されると
ともに、前記内管に連通するよう上流端が前記外管に接続され、前記内管とで湯水供給流
路を形成する接続管とより構成するのが好ましい。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明では、上下方向に配置される中空の手すり体に、水配管からの水および湯配管
からの湯を混合する混合手段を設け、前記混合手段によって混合された湯水を、前記ハン
ドシャワに供給する状態または前記上シャワに供給する状態に切替える切替手段を設けて
いる。すなわち、シャワ機能と手すり機能を兼用させたので、手すり型シャワ装置が壁面
に設置されている例えば浴室、シャワールーム内をより広く使用することができる。
【００１０】
　つまり、前記壁面に別途手すりを設けなくても例えば浴室の洗い場におけるハンドシャ
ワと上シャワの切替え動作や、洗い場に座ったり、洗い場から立ち上がったりするときの
動作などを前記手すり体によって補助でき、浴室スペースを有効に活用できるとともに、
手すりに体が当たるといった事態も回避できバリアフリーとして有効である。
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【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】この発明の一実施例における使用状態を示す図である。
【図２】上記実施例における要部構成説明図である。
【図３】上記実施例における使用状態を示す斜視図である。
【図４】上記実施例で用いた合成樹脂製カバーを示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、この発明の実施例を、図を参照しながら説明する。なお、それによってこの発明
は限定されるものではない。
【００１３】
　図１～図４は、この発明の一実施例を示す。図１～図４において、手すり型シャワ装置
１は、例えば浴室の洗い場１ａの壁面Ｗに設置されており、上下方向に配置される中空の
手すり体２と、水配管Ｌからの水および湯配管Ｈからの湯を混合するよう前記手すり体２
に設けられた混合手段３と、この混合手段３よりも下流側に設けられたシャワホース４お
よびシャワヘッド５よりなるハンドシャワ６ならびに上シャワ７と、前記混合手段３によ
って混合された湯水を、前記ハンドシャワ６に供給する状態または前記上シャワ７に供給
する状態に切替える切替手段８とを備えている。５ａはシャワ掛具で壁面Ｗ所定の高さ位
置に設けられている。
【００１４】
　前記手すり体２は、前記水配管Ｌおよび湯配管Ｈにそれぞれ継手９ａおよび１０ａを介
して連通する水導入口９および湯導入口１０を有する外管１１と、この外管１１の内部に
上流端１２ａが前記混合手段３と接続するよう設けられた内管１２と、前記外管１１と同
一の外径を有し、前記上シャワ７に下流端部１４ｂが接続されるとともに、前記内管１２
の下流端１２ｂに継手１３を介して連通するよう上流端部１４ａが前記外管１１の下流端
部１１ｂに接続された接続管１４とより構成されている。そして、外管１１と接続管１４
は、浴室に設置される手すりとして使用可能な大きさに設定されている。
　そして、接続管１４と内管１２とで切替手段８に向かう湯水供給流路ｉが形成される。
また、前記切替手段８は接続管１４の途中に設けられている。
　また、前記外管１１と内管１２との間には、切替手段側から混合手段側に水を導入し、
それによって、前記湯水供給流路ｉから前記外管１１に熱が伝わるのを防止する環状の水
導入路ｊが形成されている。
　そして、接続管１４、外管１１、内管１２は市販品のパイプを用いている。この実施例
では、
（１）接続管１４、外管１１、内管１２として、市販の縦断面円形のパイプを用いている
。そして、接続管１４、外管１１を手すりとしてより効果的に機能させるために、これら
の外表面を覆うようスベリ止め部材を設けるのが好ましい。このスベリ止め部材としては
、柔軟性を持たせるために、シリコン系のゴム材や軟質塩化ビニール等の樹脂よりなる半
硬質部材を挙げることができる。これにより、スベリ止め部材で覆われた接続管１４、外
管１１はしっかり握れるよう構成され得る。また、前記樹脂に抗菌剤を添加することによ
り、雑菌の繁殖を防ぐことができる。
（２）なお、接続管１４、外管１１、内管１２として、市販の縦断面角形のパイプを用い
てもよい。
【００１５】
　前記混合手段３は、ハンドシャワ６または上シャワ７から吐出させる湯水の温度を設定
するための温度設定手段（温度設定ハンドル）１６と、この温度設定手段１６により設定
した温度に対応した湯水の混合を行わせるための自動温度調節機能を有する温度調整ユニ
ット１７とを主として備えている。そして、温度設定手段１６と温度調整ユニット１７も
市販品のものを用いている。温度調整ユニット１７は、弁体／サーモエレメント収納用ケ
ース１８と、温度設定手段１６による栓棒Ｒの回動運動を水平運動に変換してこの水平運
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動をサーモエレメント側に伝達する伝達機構を収納するケース１５とを有する。前記温度
設定手段１６は、前記栓棒Ｒを介して前記伝達機構に連結されている。
【００１６】
　そして、前記弁体／サーモエレメント収納用ケース１８は、前記外管１１の上流端部１
１ａに形成された開口Ａから外管１１内に嵌込まれている。温度調整ユニット１７の前記
ケース１８内には、水配管Ｌからの水および湯配管Ｈからの湯を混合するための混合室Ｍ
が形成され、この混合室Ｍ内において混合された湯水の温度に影響を受けて膨張・収縮す
るサーモワックス１９が収納されており、また、このワックス１９の膨張・収縮に伴って
伸縮するサーモエレメント２０が収納されており、さらに、このサーモエレメント２０の
伸縮に伴って移動し、移動することによって、前記混合室Ｍの異なる箇所に設けられた水
配管Ｌに連通する連通口２１および湯配管Ｈに連通する連通口２２を閉塞する割合が変化
する弁体２３が収納されている。そして、前記弁体２３による２つの連通口２１，２２を
閉塞する割合の変化に伴って、前記混合室Ｍへの水配管Ｌおよび湯配管Ｈからの湯水の導
入流量の比率が変化し、これにより、混合室Ｍ内において混合される湯水の温度が変化す
るように構成してある。
【００１７】
　上記の構成からなる温度調整ユニット１７では、前記混合室Ｍ内において混合された湯
水の温度が、前記温度設定手段１６により設定した温度に対応する温度となっていない場
合には、前記混合室Ｍ内における湯水の温度の影響を受けて前記ワックスが膨張・収縮し
、サーモエレメント２０が伸縮し、さらには前記弁体２３が移動するのであり、この移動
に伴って、水配管Ｌからの水および湯配管Ｈからの湯の前記混合室Ｍ内への導入流量の比
率が変化し、混合室Ｍ内で混合される湯水の温度が前記温度設定手段１６により設定され
た温度に対応する温度に近づき、最終的に一致することとなる。そして、この設定温度の
湯水が湯水供給流路ｉを流れる。この実施例では混合室Ｍに設けた前記連通口２２の位置
がサーモワックス１９が収納される領域の最上流端に一致するようサーモエレメント２０
を設置している。したがって、温度調整ユニット１７の自動温度調節動作を迅速に行える
利点を有する。
【００１８】
　前記上シャワ７は、複数のシャワ散水口７を有するシャワ板７ａと、シャワ散水口７と
湯水供給流路ｉを連通する上シャワ取り付け用の中空のバー７ｂよりなる。バー７ｂの上
流端部は接続管１４の下流端部１４ｂに接続されている。バー７ｂの外径は接続管１４の
外径よりも小さく、バー７ｂおよびシャワ板７ａは市販品のものを用いている。
【００１９】
　前記切替手段８は、切替ハンドル３０と、切替ハンドル３０の切替操作に連動して、湯
水供給流路ｉの湯水を、前記シャワホース４に流す状態または前記バー７ｂに流す状態に
切替え可能な切替部とから構成されている。
【００２０】
　また、前記継手９ａおよび１０ａは、特開２００３－３３６３００号公報に記載された
偏心管と同一構造をしており、市販品である。
　例えば給水側の前記継手９ａは、一端に外管１１との接続部３３を有し、他端に水配管
Ｌとの接続部３４を有し、両接続部３３，３４の中心が数ｍｍ程度ずれるように配置され
てなる継手本体３５を備えている。３６は継手本体３５に対して摺動自在に被覆する合成
樹脂からなるカバーで、２つの半割り体３７，３８に分離可能であると共に、継手本体３
５の外側面３５ａに沿う形状のガイド溝３８ａを一方の半割り体３８が有する。３９は継
手本体３５の側面に設けた一つの流量調整栓で、これをドライバーでまわすことにより流
量を調整したり、水配管Ｌからの水を止めることができる。そして、他方の半割り体３７
は、流量調整栓３９を外部に露出させるための開口４０を有する。
　一方、給湯側の前記継手１０ａは前記継手９ａと同一構造のもので、前記継手１０ａも
継手本体４１に対して摺動自在に被覆する合成樹脂からなるカバー４２を有する。このカ
バー４２もカバー３６と同一構造で２つの半割り体４２ａ，４２ｂに分離可能である。そ
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して、このカバー４２により、使用者のやけどに対する安全性を高めることができる。
　また、カバー３６で継手９ａの略全体を被覆することから、多少見栄が悪いバフ工程抜
きの継手本体３５を使用でき、バフ仕上げを施した継手本体において多々あるように、バ
フ仕上げが原因で不良製品を量産して歩留りが発生するような事態を回避できる。継手１
０ａの継手本体の場合も同様である。
　また、図示はしないが、カバー３６を構成する半割り体３７，３８およびカバー４２を
構成する二つの半割り体４２ａ，４２ｂは、水抜き穴を有する。そのため、シャワー使用
時等には、カバー３６，４２内に溜まった湯水を水抜き穴でカバー３６，４２の外に常時
排出でき、長寿命性を保持できるとともに、衛生面でも有効である。　
【００２１】
　４３，４４はバー７ｂに設けた手すり型シャワ装置取り付け部材で、この部材４３，４
４を介して手すり型シャワ装置１が洗い場の壁面Ｗに設置される。
【００２２】
　而して、シャワ装置１の接続管１４、外管１１を所定高さの位置に設け、これらを手す
りに兼用させたので、浴室の洗い場１ａ内での動作を補助できる。
【００２３】
　また、浴室の洗い場１ａの壁Ｗに新たに手すりを設ける必要がなくなり、浴室のスペー
スを有効に活用できるとともに、手すりに体が当たるといった事態も回避できバリアフリ
ーとしても有効である。
【００２４】
　また、手すりとなる接続管１４、外管１１として既存のものを用い、また、バー７ｂお
よびシャワ板７ａならびに継手９ａ，１０ａも既存のものを用いたので、別途新たに成形
する必要がなくコストを削減できる。
【符号の説明】
【００２５】
　　１　　　　　手すり型シャワ装置
　　２　　　　　中空の手すり体
　　３　　　　　混合手段
　　４　　　　　シャワホース
　　５　　　　　シャワヘッド
　　６　　　　　ハンドシャワ
　　７　　　　　上シャワ
　　７ａ　　　　シャワ板
　　７ｂ　　　　中空のバー
　　８　　　　　切替手段
　　９　　　　　水導入口
　　１０　　　　湯導入口
　　１１ａ　　　上流端部
　　１４ｂ　　　下流端部
　　１６　　　　温度設定ハンドル
　　１７　　　　温度調整ユニット
　　１８　　　　弁体／サーモエレメント収納用ケース
　　４３，４４　上下一対の手すり型シャワ装置取り付け部材
　　Ｗ　　　　　壁面
　　Ｌ　　　　　水配管
　　Ｈ　　　　　湯配管
　　Ａ　　　　　開口
　　Ｍ　　　　　混合室
　　ｉ　　　　　湯水供給流路
　　ｊ　　　　　環状の水導入路
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【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水配管および湯配管にそれぞれ連通する水導入口および湯導入口を有し、水導入口が湯
導入口よりも上方に位置するよう上下方向に配置される中空の手すり体と、
　水配管からの水および湯配管からの湯を混合するよう前記手すり体の下部に設けられた
混合手段と、
　この混合手段よりも下流側に設けられたシャワホースおよびシャワヘッドよりなるハン
ドシャワならびに前記手すり体の下流端部に接続される上シャワと、
　前記混合手段によって混合された湯水を、前記ハンドシャワに供給する状態または前記
上シャワに供給する状態に切替える切替手段とを備えた手すり型シャワ装置であって、
　前記切替手段を、前記手すり体の下流端部と前記手すり体の前記水導入口との間で、か
つ前記手すり体の下流端部寄りに設け、
　前記混合手段は、前記ハンドシャワまたは上シャワから吐出させる湯水の温度を設定す
るための温度設定ハンドルと、この温度設定ハンドルにより設定した温度に対応した湯水
の混合を行わせるための自動温度調節機能を有する温度調整ユニットとを備えており、
　前記温度調整ユニットは、前記手すり体の上流端部に形成された開口から前記手すり体
の下部内に嵌込可能であり、かつ、前記水配管からの水および前記湯配管からの湯を混合
するための混合室が形成されている弁体／サーモエレメント収納用ケースを有する一方、
　前記温度設定ハンドルは、前記手すり体の下端部に設けられており、
　前記手すり体は、
　前記切替手段を介して前記ハンドシャワに連通するよう、または、前記切替手段を介し
て前記上シャワに連通するよう、前記混合室から前記水導入口を横切り前記切替手段に向
かう湯水供給流路を内部に有するとともに、
　前記湯水供給流路から手すり体表面に熱が伝わるのを防止するため前記湯水供給流路の
一部を覆う横断面が環状の水導入路を内部に有し、
　さらに、前記上シャワは、シャワ散水口を有するシャワ板と、前記手すり体の外径より
も小さい外径を有し、前記シャワ散水口と前記湯水供給流路を連通させる中空のバーより
なり、
　しかも手すり型シャワ装置を壁面に設置するため前記中空のバーに設けた上下一対の手
すり型シャワ装置取り付け部材を有することを特徴とする手すり型シャワ装置。
【請求項２】
　浴室の洗い場の壁面、あるいは、シャワルームの壁面に取り付けられる請求項１に記載
の手すり型シャワ装置。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図３】
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